
5 残 された問題点

(1)相 わらの簡易な笛熱促進

像)柄 わ ら運用水出における施肥技術 の確立 (運用上場の窒素発現様式と施肥対応 )

0)水 田の相わら選元にともなう簡易整地、施出じ法

(0 柄 わら運用水日の物理性、透水性

15j 植わら選元による出力培養 と土壊生産力

161 気象変動にともな う柄わら退元技術の確立

6 参 考資料            '

(1)昭 和49年 度  土 壊肥料試験成積書

12)昭 和 50年 度     ″

(〕 昭和 50年 度  主 なる成果 `東北 6県 ブロ ッタ会議資料 )

寒冷地水田における柄わら還元と稲作の安定化

う 水 田 におけ る施肥 か ら濯 水 ま での期 間拡 大 に ついて

〔背景と特徴 」

近年、機械移値栽培が普及し出値時期は港水―荒 しろ一旋把 ―値しろ―移値と作業が短期間に集中 し

ている。この中で鯛巴作業を入水前の早じ時 期に行なえば `胞肥期間の拡大 )こ の間の トラクターの作

業巾の拡大等労働力配分の円滑化をはかることができるが通常の化成蝉料では早期の施肥は窒素の流亡

力招 く。

そこで、船化抑制剤入り緩効性肥料を便用することにより施8巴期間の拡大の可能性を検討した結果、
一応の成果を得たので普及上の参考にしたぃ。

〔技術内容 〕

(1)硝 化抑制剤 `ASU)入 り緩効性肥料 `GDP)の 使用によって施肥期間の拡大がある程度可能で  |

あ る。

像)施 肥期 間拡大の限界は濯水 2週 間前 と考えられ る。

〔普及上の留意点 〕

上記以外の硝化抑制剤及び緩効性肥料についての検討は
'な

されていないので、注意すること.

〔試験成禎の構要 J

l 憎 化抑制剤人 り緩効性肥料の早期施用の可能性 て昭和 49～ 50年 度 )

試験場所  農 業試験場本場

土 壌 型  舞 値賀火山灰土残残土型
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成首手順 `昭和 49年 度 )

試験方法

2 対

1 慣 行

照 濯水20日前

(告∬幹+陀
・堆  目巴  1 2 0

。硫安過肩塩加使用

・追肥 N【 C6号

( 1 7 - 0 - 1 7 )

。G  U P A S U区 ほ G U P 2 0 %

A S U  l . 5 %混 合

(施出巴量 竹/a)

稚苗機械移遭 て昭和 50年 度 )

施肥量

Nお よびK20

1.3+ 0。 2 +0.2

P 2 °5  3 . 0

堆  目巴  120

慣行は化成 (15 - 1 5 - 1 5 )

対照は化成 `14 - 1 7 - 1 3 )

G U P A S U区 は C U P  2 0 %

A S U  O . 5 % 入化成 ( 1 5 - じ- 1 5 )

追出巴はN K C 6 号( 1 7 - 0 - 1 7 )

権苗機械移植 (50年 度 )

ハヤニ シキ

4 月 2 2 日

5 月 1 5 日

5 月 1 7 日

この結果硝化抑待1剤入 り緩効性肥料の使用に
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品種および耕極概要
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密 度
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値

試験結果

稚苗および威苗ともに生育rtt量とも勝 る傾向を示す n

よって施B巴期間の拡大の可能性が認められた。

主要成果の具体的データー
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第 1表 成 首および椎首の収量調査結果 rり/a)

区 名 わ ら産 槻 蟹 楓ん ら 粒 重
り
合
♪

が
歩
物

玄米菫 同左比 屑米ま

・成
　
苗

1

2

3

慣 行

対 照

GU P20-ASU 15

4 2 . 8

4 1 . 5

47.7

49.0
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63.4

l H 4

1.18

1.33

0。1
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8 2 . 1
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47.3
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紬6 . 9

6 0 . 7

55。1

6 2 . 9

1.28

1.29

1.34

0.4

0。4

0.4

81.2

8 1 . 1

8 1 . 4

49.3

44.7

5 1 . 2

100

91

1 0 4

0.8
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2 硝 化抑制剤入 り緩効性肥料の早期施用の限界 て昭和 51年 度 )

試験場所および土壊型

農業試験場本場  腐 植賀火山灰土壊壌土型

″ 県 南分場 黄 褐色土壊填壊土マンガン型  r

試験方法

供試肥料 O慣 行区 高 度化成 て15-15-15)

O GUP:AS U tt GO― N20%、  ASU O.5%入 り化成 ( 15-15-15 )

黄 褐 色 土 壊

品    憧

育 苗 ・移 値法

施 肥 期 2 0 日 前

前日０

期

期

水

個

濯

移

ササニ シキ

椎苗磯城移個

4 月 2 6 日

5 月  6 日

5 月 1 5 日

5 月 1 7 日

名区

施  肥  量 . r り / a )

施 肥 時 期
堆 BB

(た夕〆a)

桂 カル

`ルタ/ a )N P205 K2°

1 ' キ0 . 2 + 0 1 2

〃

″

″
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〃

〃

〃

1.3‐ttO。2+0.2

″

″

″

程 水  時

″

湛水 10日 前

滋水 20日 前
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″

　

〃

　

″

0。4+0.2-+02

〃

″

0.8

〃

〃

0.8 +0+0.2

″

″

濯 水  時

灌水 10日 配

濯水 20日 前

1 5 0

〃

〃

じ

　

　

″
　
　
　
″

品直お よび耕瞳戯要

火 山 灰 土 壊

ハヤニシキ

権 苗機械移値

4 月 2 3 日

5 月  1 2 日

5 月 1 2 日

5 月 1 4 日

- 9 0 -



試験結果

火出灰土壊では区間のパラッキがみ られ、施肥時期と収量との関係は明らかでないが、GUP・A剛

の早期施B巴力損 行の収量水準 を下回ることはないと思われる合

1黄
褐色土壊では濯水前 10日 施B巴は慣行 とほぼ同等の収量 であるが、20日 前施出巴は慣行 収量 を

若干下回る。                       `

主要成果の具体的データー

(物た) 人 と反土疾 (k物) 女格乞土族
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第 2凶  施 肥時期の違いと収量との関係

3 胸 昭から濯水までの硝酸憩窒素の消長

試験結果

硝化抑制効果は火出灰土壊では年次の差があるが、黄褐色土壊では全層施肥でも効果が認められ

る。

硝化速度はじギれも施B巴後2週間目頃から急速に再章ろ傾向を示す.

主要成果の具体的データー

昭和50年反

0-―‐0対X化 成

X………―→XO,P2θ・刀S佐25

b

5
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が見 そ物 そ弱) あ )あろ 1冴 留'見
第 3図  火 山灰土壊におけるN03■ Nの 消長 と硝化抑制 剤の効果

(表 膚施肥 )
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第 4図  黄 褐色土壌に涼けるN03~ド の消長 と消化抑制剤の効果

f51年 度全膚施肥 乾 日直播 )

〔残された問題点 〕

ASU以 外の情化抑制剤 との効果面およa経 済面での比較が必 要であるハ

%%9%

〔参考資料 J

l 昭 和 49年 度

2 昭 和 50年 度

土壌dE料試験成績書

″
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